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168 ページの 3 行目–5 行目において下記の下線部に誤植がございました．お

詫びして訂正いたします．

誤

つまり，図 11.16のドーナツは，図 11.16で動径が 107–2 × 108 cm にある

降着プラズマを質量比で換算したもの，つまり，その動径は 5× 1010–1012 km

と推計できる．

正

つまり，図 11.16のドーナツは，図 11.12で動径が 107–2 × 108 cm にある

降着プラズマを質量比で換算したもの，つまり，その動径は 5× 1010–1012 km

と推計できる．


